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パ
リ
に
お
け
る
江
戸
川
乱
歩
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四
・
一
五
日
）

パ
リ
日
本
文
化
会
館
と
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学
に
お
い
て
、
日
本

国
際
交
流
基
金
そ
の
他
の
後
援
で
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四
・
一

五
両
日
に
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「E

dogaw
a R

anpo ou 

les labyrinthes de la m
odernité japonaise

」（「
江
戸
川
乱
歩
、
あ

る
い
は
近
代
日
本
の
迷
宮
」）
は
、
乱
歩
研
究
、
ミ
ス
テ
リ
文
学
研

究
、
大
衆
文
化
研
究
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
欧
州
、
北
米
、
日

本
の
研
究
者
を
一
六
名
集
め
、
乱
歩
に
関
す
る
学
術
的
、
ま
た
文
化

的
な
イ
ベ
ン
ト
を
欧
州
で
初
め
て
行
っ
た
。

乱
歩
と
フ
ラ
ン
ス
の
関
係
は
意
外
に
古
い
。『
芋
虫
』
は
、
フ
ラ
ン

ス
語
で
の
初
め
て
の
翻
訳
と
し
て
一
九
五
四
年
四
月
号
の
ミ
ス
テ
リ

専
門
誌
『N

oir M
agazine

』
に
掲
載
さ
れ
、
一
九
七
四
年
の
『
鏡
地

獄
』（『U

topie asiatique

』
掲
載
）
の
翻
訳
を
経
て
、
一
九
八
〇
年

後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
南
フ
ラ
ン
ス
の
出
版
社
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
ピ
キ
エ( P

hilippe P
icquier)

出
版
社
か
ら
多
く
出
版
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
一
世
紀
に
入
り
、
丸
尾
末
広
の
乱
歩
諸
作

の
漫
画
化
の
仏
訳
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
バ
ー
ベ
ッ
ト
・
シ
ュ
ロ
ー
ダ
ー

監
督
の
『Inju: L

a B
ête dans l’om

bre

』（
二
〇
〇
八
年
）
と
い
う

『
陰
獣
』
の
映
画
化
、
今
ま
で
顧
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
長
編
小
説
の

仏
訳
（『
孤
島
の
鬼
』
の
仏
訳
は
二
〇
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
高
く
評

価
さ
れ
た
）
な
ど
に
よ
り
、
乱
歩
の
影
響
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
衆
文
化

に
想
像
以
上
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
同
時
に
、
一
九
七
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
、
大
衆
文
化
の
再
評
価
、
文
学
理
論
の
中
の
読
者
論
、

視
覚
論
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
、
カ
ル
チ
ュ

江
戸
川
乱
歩
、
巴
里
に
や
っ
て
来
た
。

ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
プ
ル
ー

（G
érald  Peloux

）
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ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
な
ど
の
諸
理
論
に
よ
り
、
乱
歩
の
重
要
性
と

モ
ダ
ニ
テ
ィ
が
再
発
見
・
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
先

ず
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
あ
っ
た
。
今
回
の
パ
リ
・
江
戸
川
乱
歩

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
以
上
の
変
遷
を
も
と
に
、
ま
た
、
没
後
五

一
年
目
に
、
日
・
米
・
欧
の
三
つ
の
視
点
を
交
差
し
な
が
ら
、
江
戸

川
乱
歩
と
い
う
人
物
、
そ
の
作
品
、
そ
の
背
景
と
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

再
評
価
の
契
機
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
お
け
る
三
回
の
「
乱
歩
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

（
第
一
回

　
シ
カ
ゴ
Ａ
Ａ
Ｓ
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
二
〇
〇
一
年

三
月
、
第
二
回

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
・
二
〇
〇
七
年
四
月
、
第
三

回
　
立
命
館
大
学
・
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
の
経
験
と
成
果
を
踏
ま

え
、
今
回
の
パ
リ
・
江
戸
川
乱
歩
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
招
待
さ
れ

た
研
究
者
・
専
門
家
は
、
非
常
に
多
様
的
、
か
つ
充
実
し
た
研
究
成

果
を
紹
介
し
た
。
編
集
者
・
自
伝
作
家
・
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
ジ
ャ
ン

ル
か
ら
見
た
児
童
文
学
の
作
家
と
し
て
の
乱
歩
の
執
筆
活
動
の
多
面

性
、
谷
崎
潤
一
郎
、
久
生
十
蘭
・
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
・
笠

井
潔
な
ど
の
作
品
と
の
関
係
、
乱
歩
の
映
画
の
特
殊
性
、
乱
歩
の
作

品
の
外
国
へ
の
浸
透
、
乱
歩
の
現
在
の
意
味
な
ど
の
様
々
な
テ
ー
マ

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
閉
会
式
と
し
て
、
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
者
、
江

戸
川
乱
歩
賞
選
考
委
員
で
も
あ
っ
た
桐
野
夏
生
さ
ん
の
基
調
講
演

『
小
説
家
の
夢
と
狂
気
』（『
す
ば
る
』
二
〇
一
七
年
二
月
号
掲
載
）
を

聴
く
こ
と
も
で
き
、
乱
歩
の
現
代
性
、
ミ
ス
テ
リ
文
学
の
可
能
性
と

多
面
性
な
ど
と
い
う
テ
ー
マ
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
学
術
的
な
レ
ベ
ル
を
超
え
、
日
本
文
化
に
大
き
な
興
味
を

持
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
に
も
日
本
近
現
代
大
衆
文
化
の
中
の
乱
歩

の
位
置
と
重
要
性
を
紹
介
、
再
確
認
し
た
い
、
と
い
う
の
が
、
開
催

者
（
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学
教
授
兼
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
事
務
所
日

本
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
坂
井
セ
シ
ル
、
立
命
館
大
学
教
授
・
中
川
成

美
、
セ
ル
ジ
ー
・
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ
大
学
准
教
授
・
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
プ

ル
ー
）
の
一
つ
の
希
望
で
も
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
両
日
、
一
〇

〇
人
以
上
の
来
場
者
が
数
え
ら
れ
、
パ
リ
日
本
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
て
い
た
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
乱
歩
展
覧
会
も
大
盛
況
で
あ
っ

た
。
乱
歩
の
人
気
が
、
研
究
者
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
の
フ
ラ
ン
ス

人
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
パ
リ
日
本
文
化
会
館

の
協
力
で
、
一
〇
日
間
の
乱
歩
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
特
集
は
、
乱
歩
作
品
の
映
画
化
（
田
中
登
監
督
『
江
戸
川

乱
歩
猟
奇
館

　
屋
根
裏
の
散
歩
者
』、
内
川
清
一
郎
監
督
『
一
寸
法

師
』、
増
村
保
造
監
督
『
盲
獣
』
等
）
の
特
異
性
、
怪
奇
性
、
エ
ン
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タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
よ
り
広
く
認
識
さ
せ
た
。

ま
た
、
乱
歩
と
い
う
作
家
の
生
涯
と
世
界
を
紹
介
す
る
た
め
に
、

乱
歩
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
傍
ら
二
週
間
（
一
〇
月
一
四
日
か
ら

二
九
日
ま
で
）、
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
復
刻
版
、
写
真
、
愛
用
品
、
草
稿
、
戦
前
の

『
新
青
年
』
や
戦
後
の
『
宝
石
』、
少
年
探
偵
団
の
グ
ッ
ズ
、
外
国
語

の
翻
訳
版
な
ど
、
ま
た
ほ
か
の
所
蔵
者
か
ら
も
、
丸
尾
末
広
の
エ
ロ

グ
ロ
漫
画
の
ス
ケ
ッ
チ
、
映
画
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
も
と
に
展
覧
会
を

行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
乱
歩
の
活
動
範
囲
と
多
面
的
影
響
が
総
合

的
に
把
握
出
来
る
、
画
期
的
な
企
画
と
な
っ
た
。
パ
リ
日
本
文
化
会

館
の
二
〇
一
四
年
の
川
端
康
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
展
覧
会
に
続
い

て
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
日
本
近
現
代
文
学
の
代
表
者
と
し
て
江
戸

川
乱
歩
が
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
人
に
紹
介
さ
れ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
意

味
は
、
非
常
に
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

�

（
セ
ル
ジ
ー
・
ポ
ン
ト
ワ
ー
ズ
大
学
）

乱歩展覧会　「江戸川乱歩　仮面の魔術師」の
パネル（一部）

乱歩展覧会・ボックス①　「作家・乱歩の誕生
と戦前のエログロナンセンス」

乱歩展覧会・ボックス③
「グローバル化と多メディア化」

乱歩展覧会・ボックス②
「乱歩の作品の多面性」
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江戸川乱歩国際シンポジウム　二日目
パリ日本文化会館にて

乱歩展覧会の来場者

江戸川乱歩国際シンポジウム　一日目
パリ・ディドロ大学にて（休憩時間）

乱歩展覧会　1968年の『黒蜥蜴』のフランスの
映画ポスター（1984年）
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江戸川乱歩、あるいは近代日本の迷宮
Edogawa Ranpo ou les labyrinthes de la modernité japonaise
Edogawa Ranpo, or the Labyrinths of Japanese Modernity

日時：2016年10月14日（金）〜 15日（土）
会場：パリデイドロ大学　ビュフォン棟
� � � パリ日本文化会館　小ホール

１日目　パリデイドロ大学
	 	 	 　ビュフォン棟　9：00 〜 19：00
� 歓迎の挨拶：パリデイドロ大学代表、東アジア文化研究所所長
� Claire-Akiko BRISSET（Université Paris Diderot）
※基調言語：フランス語と日本語と英語（事前に発表レジュメ回覧）

１．RANPO, LE CHAMP LITTERAIRE（1923－1965）
� 乱歩と文学の「場」（1923年－1965年）
� 司会：Emmanuel LOZERAND（INALCO）
� ９：30　Cécile SAKAI（Univ. Paris Diderot）
� � 江戸川乱歩　2016：日本の探偵／推理小説、文化遺産、再読、再創作
� 10：00� �落合教幸（立教大学、江戸川乱歩記念大衆文化研究センター）江戸川乱歩初

期作品の草稿について
� 10：30　浜田雄介（成蹊大学）『黄金仮面』―大衆社会における「顔」
� 11：00　休憩
� 11：15　SAITO Satoru（Univ. Rutgers）ライトノベルから見た『少年探偵団』
� 11：45� �KAWANA Sari（Univ. Massachusetts Boston）日本探偵小説の「編集長」とし

ての乱歩
� 12：15-45　全体討論

２．RANPO, SES MAITRES ET SES PAIRS
� 乱歩の師たちと仲間
� 司会：Anne-Bayard SAKAI（INALCO）
� 14：00� �Luisa BIENATI（Univ. Ca'Foscari, Venise）谷崎潤一郎初期作品が江戸川乱歩諸

作に及ぼした影響
� 14：30� �J. Keith VINCENT（Univ. Boston）江戸川乱歩の『湖畔亭事件』と谷崎潤一郎

の『白昼鬼語』の中の倫理観とのぞき見趣味
� 15：00� �William GARDNER（Univ. Swarthmore）帝都の下の迷宮―江戸川乱歩の『黒蜥

蜴』と―久生十蘭の『魔都』に於ける政治・テキストの「ナンセンス」
� 15：30　全体討論
　16：00　休憩

３．AU-DELA DE RANPO－Images et subversion－
� � 乱歩をこえて―映像と背徳―
� 16：15� �巽孝之（慶応義塾大学）群衆の使命：ポー、乱歩、笠井潔 “The Task of the 

Crowd: Poe, Ranpo and Kiyoshi Kasai”
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� 16：45� �中村三春（北海道大学）視覚の論理と言語の論理―『パノラマ島奇談』と『陰
獣』

� 17：15� �中川成美（立命館大学）怪物たちの眠れない夜―江戸川乱歩とエロ・グロ・
ナンセンス

� 17：45� �全体討論　ディスカッサント：Reiko ABE AUESTAD（Univ. Oslo）

２日目　パリ日本文化会館　小ホール　14：00 〜 18：00
� 歓迎の挨拶：SUGIURA Tsutomu（パリ日本文化会館館長）
� ※基調言語：フランス語

� LES TRENTE-SIX VISAGES DE RANPO
� 乱歩二十面相
� 司会：Pierre BAYARD（Université Paris 8 - Vincennes-Saint-Denis）
� 14：15� �Gérald PELOUX（Univ. Cergy-Pontoise）未来の為に書く：江戸川乱歩の自伝

的欲動
� 14：45� �Miyako SLOCOMBE（traductrice）乱歩のフランス語訳と受容：魅了の関係
� 15：15� �Mathieu CAPEL（Univ. Grenoble Alpes）江戸川乱歩の映画的動物図鑑
� 15：45� �休憩
� 16：00� �Thomas LOOSER（Univ. New York）不良作：江戸川乱歩諸作における労働の

犯罪
� 16：30� �Livia MONNET（Univ. Montréal）エロ・グロの窃視を超えて：若松孝二『キャ

タピラー』と塚本晋也『双生児』における資本主義社会、無機的生活、動物
性

� 17：30〜18：30� 討論、発表者全員
� 19：00〜20：30� 記念基調講演
� � � � � � � � � 桐野夏生「小説家の夢と狂気」

※10月13日には、ディドロ大学にて高野史緒による特別講演もおこなわれた。
　「江戸川乱歩とドストエフスキー　Roman policier と純文学の挟間」


